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#####
図1:　葛根田の地熱構造モデル (Doi et al., 1998)。葛根田花崗岩の岩体縁には逸泥を伴う開口性断裂が分布している。

#####
図2:　葛根田花崗岩の海抜 -2,200m の推定分布図。花崗岩境界の実線は確認された分布、破線は推定した分布をそれぞれ示す。断面線A-B は図3 に対応する。
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#####
図3:　岩手山の火山活動で活発化した微小地震の分布と葛根田花崗岩の関係。花崗岩境界の実線は確認された分布、破線は熱変成鉱物分布等の地質学情報を用いて推定した分布。1998年に観測された微小地震の多くは葛根田花崗岩の上方に分布している。断面A−B の位置は図2参照。
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#####
図4:　WD-1a の温度検層図(Ikeuchi et al., 1998) 。WD-1a に近接して掘削されたWell-18 の温度検層図を合わせて示す。深度 2,860m 以深は葛根田花崗岩で、深度3,100m 付近を境に上位の熱水対流域と下位の熱伝導域に区分される。
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#####
図5:　葛根田の微小地震の発震機構 (下半球投影) (茂原・他, 1999) 。地震は逆断層型と横ずれ断層型のメカニズム解をもつ。グリッド間隔は1km 。

#####
図6:　葛根田の微小地震のP 軸の分布 (茂原・他, 1999)。線が長い場合はP 軸が水平に近く、短い場合は傾斜角が大きいことを示す。黒四角は地震観測点、グリッド間隔は1km。
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#####
図7:　WD-1a の流体包有物の均質化温度 (左) と塩濃度 (右) の分布 (小松・他, 1998)。




